































































































































































































































































































1895 年の四都竹枝詞 ――パリの歌 147
　英武空懷拿破崙　英武　空しく懐う　拿




















































































































































約克ノ「センタラールパーク」ニモ、  超越スヘキ名苑タリ、  凱旋門ヨリ北ナル郭外ニア


























































































































































































































































































































1895 年の四都竹枝詞 ――パリの歌 155
　桑西利渉在當前　桑














































































































































































































1895 年の四都竹枝詞 ――パリの歌 159
　時過三更聲擾擾　時は三更を過ぎて声は擾擾たり
　參横斗轉不言歸　参（オリオン座）横たわり斗（北斗七星）転ずるも帰るを言わず
つぎは第九首。
　西天亦有譜霓裳　西天にも亦
ま
た霓
げいしょう
裳を譜する有り
　色藝生新雅擅場　色芸　新しきを生じて雅
つね
に場を擅
ほし
いままにす
　第一知名歐白辣　第一　名を知る　欧
オ ペ ラ
白辣
　大哉祇許贊洋洋　大なる哉　祇
た
だ洋洋たるを賛するを許すのみ
　「霓裳」は、唐の玄宗皇帝が仙人と天に上り月宮で聞いて覚え帰り楽人に作らせた、天
女を歌う霓裳羽衣曲をいう。それに匹敵する西洋の「色芸生新」なオペラを観劇したの
は、パリで一番に有名な「欧白辣」オペラ座、当時は国立オペラ劇場だった。その雰囲気
は、豪華なオペラと相まって、「大なる哉」「洋洋」りっぱで美しいと「賛」嘆するしかな
かった。「使俄草」巻六、三月十二日に「後慶靄堂が邀
さそ
いて法国の国家大戯院に赴き、劇
数折を観せしむ。帰途雨に遇う」オペラ座でオペラ数幕を観た、とあり、潘も同行したの
だろう。オペラ座では、1894年３月１６日からマスネーの新作「タイス」を上演しており、
潘たちが観たのはこれかもしれない。オペラ「タイス」は、紀元４世紀ごろのアレクサン
ドリアでの娼婦タイスと修道僧バフニュスとの愛と葛藤を描くが、「色芸」エロチックで
魅力的なタイスは、玄宗の天女にふさわしい。つぎは第十首。
　大會場同校武場　大会場は校武場と同じく
　塔邊河上氣飛揚　塔辺河上　気は飛揚す
　俄都新到多神駿　俄都より新たに到れるは神駿多し
　看會嗤他擧國狂　看れば会
かな
らず嗤うべし　他
か
の国を挙げて狂えるを
　「大会場」とは、エッフェル塔の西、セーヌ河沿いのブーローニュの森にあったロンシ
ャン競馬場。そこは1900メートルと2800メートルの２コース、パドック、五千人収容の観
客席、ビュッフェ、食堂などをそなえ、パリの貴族も庶民もみな押しかけて熱狂し、まさ
に「武」芸を「校」くらべる「場」、闘技場、コロシアムと同じだった。第三句、ロシア
の首都サンクト・ペテルブルグからやって来たばかりの競走馬には優駿が多い、について
は、「使俄草」巻七、四月二十五日に「俄人は巴黎の西偏に於いて賽
けいばじょう
馬廠を創設し、経営
締造す。規模も亦た甚はだ宏敞なり。本日は開賽の期為
た
りて、余は参随等を率い往きて観る。
約共に九十余馬を賽
きそ
わしむ。俄の兵弁の見
あ
いし者は皆な冠を免
と
りて敬を致し、益ます以っ
て西人の整飭武備の中に於いて敬礼邦交の義を寓するを見る」とある。「挙国狂」について、
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王の「巴黎竹枝詞」第１０首は、別の面から分析していう、
　合衆開闈賽馬時　衆を合
あつ
め闈を開き馬を賽
きそ
わしむ時
　華林馬射不爲奇　華林の馬射も奇と為さず
　君籌武備民同樂　君は武備を籌
はか
り　民は楽しみを同じうし
　隠寓歐西節制師　隠に寓す　欧西節制の師
　「華林馬射」とは、北朝周の武帝が華林園に行幸して行った大射の礼。同行した詩人庾
信は「三月三日華林園馬射の賦」でその盛大な有様を「千乗雷のごとく動き、万騎雲のご
とく屯
たむ
ろす。落花は芝蓋と同
とも
に飛び、楊柳は春旗と共に一色なり」とうたう。それさえも
ロンシャン競馬に比べれば「奇」すばらしいとはいえない。君主は武備を意図し、民衆は
みな楽しんでいる。じつは「欧」州の「西」フランスの「節制」節度規律ある「師」軍隊
の育成訓練を隠しているのだ。王は同じく四月二十五日の「賽馬行」でも「欧西は武備を
事とし、磐控　遥程に飛ぶ。繮を絶ちて奔電より迅
はや
く、春に当たりて乃ち盛行す。天池の
竜種　阿
ア ラ ブ
刺伯、星精の上駟　巴
パ リ
黎城。桃花叱撥　一瞥の間、顧盼すれば自のずと雄なり何
んぞ精を専らにするや。馳驟　那
な
んぞ千万匹に止まらん、国を挙げて狂うが若く斉盟を同
じうす」とうたう。
　さて、ここまで潘乃光のパリの「竹枝詞」を読んできたが、その特徴は、劇場やキャバ
レーなど歓楽の場所を詠じたものがとりわけ多いことである。それは本来の「竹枝詞」の
傾向にかなうものであり、潘の個人的嗜好にもあったものだろう。出使大臣たる王之春の
「竹枝詞」には公使館近くの教会の様をうたった作が３首、三月二十一日の「巴克節」復
活祭をうたった作が１首あるのに対し、潘にはキリスト教関係の作が１首も無いことも、
そのあたりの差異を裏付けるだろう。しかしこれは、出使大臣という国家の威信を背負っ
た立場と、その随員にすぎない気楽な立場との差異かもしれない。また、日本の中井桜洲
の４首しかない「巴里斯」の「竹枝」「雑詩」が武士の矜持を保って、詩興も無視はしな
いができるだけ事実を伝えようとするのに比べると、潘や王の作はやはり清国の詩の気分
が勝っているように思う。
　以上は、「海外竹枝詞」のうちのパリをうたった部分だけから、いちおう帰納してみた
わけだが、わたしはこの後、潘乃光のいわゆる四都竹枝詞の残された歌、つまりベルリン、
サンクト・ペテルブルグ、ロンドンの歌も読み進めていくつもりなので、さきにのべたのは
あくまで途中経過であり、最終的な結論は四都すべてを分析したうえで出すことにしたい。
